
泉 茂登子  

2016年（平成28年）4月25日 号外 

【募集期間：2016年5月11日（水）～5月27日（金）】 
期間中、ろうきん・全労済による相談窓口を設置します。是非、お立ち寄りください！  

～ 活用しなければもったいない社内の共済制度！ ～ 

   限られた賃金の中からどうやって家計を見直しますか？可処分所得（手取金額）を増やすには、家庭

内の固定費削減が出来ればと考えるのが一般的ですが、具体的には何を減らしますか？大抵の方は、

食費（外食費）や衣服費を減らすという方法を取りますが、その結果、モチベーションが下がってしまい、

すぐに断念してしまいます。では、何か良いのしょうでしょうか？ 

  一番の方法は・・・   保障と住宅ローンの見直しです。 

  具体的には、今年度の福祉一斉募集にて保障を見直して、可処分所得を増やしましょう！ 

実際に必要な保障額はどのくらい？ 
必要保障額は、死亡保障額から公的保障額と企業内保障額を引いた金額を目安にします。 

約4,000万円 

 約1,000万円 

【モデルケース】 夫３７歳、妻３５歳 、長男５歳、次男０歳の場合、 

                                                 一般的に死亡保障額は、7,000万円程と言われています。 

新グループ生命共済（みんなのそなえ）、電機連合ファミリーサポート共済を駆使して、 

プランニングしてみましょう！   ※新グループ生命共済２１M（死亡保障額2,100万円）を選択するよりも・・・ 

◆新グループ生命共済・・・１２M 死亡保障額（1,200万円）掛金3,400円/月                                     

◆電機連合フゔミリーサポート共済・・・A１５コース 保障金額 約995万円 掛金1,260円/月 

                        ※１２Mとフゔミリーサポートを選択すると、6,480円/年間安くなります 

さらに・・・P’ｓカフェのポイントを活用すると、より可処分所得が増やせます！ 

◆新グループ生命共済・・・P’s カフェポイントを活用し、上記3,400円/月を全額補助可能！ 

          合わせて、年間 3,400円×12カ月＝40,800円 ＋6,480円 ＝47,280円 

死亡保障額 7,000万円の場合 

 7,000万円 －（公的保障 4,000万円）－ (企業内保障 1,000万円）＝ 2,000万円 

                                                     ※必要保障額は約2,000万円で充分です。    

                

             2,000万円をべースに見積もってみましょう！ 



    《電機連合ねんきん共済》 

セカンドライフを送るためには、 

公的年金＋約５万円は最低必要です。 

より充実したセカンドライフを過ごすため 

に今から出来る事をはじめましょう！ 

 《ろうきん財形貯蓄》 

   
ろうきん財形は、 

          選ばれて実績 No.1 

財形貯蓄のメリット 

１．給与天引き（計画的な貯蓄が可能） 

２．非課税 

（財形住宅と財形年金を合わせた元利合計額が、

５５０万円に達するまで、利息に税金がかかりま

せん。受け取る年金までも非課税） 

３．職場での手続き 

（一般財形貯蓄の払い出しは、「ろうきんダイレ

クト」を使って、どこからでも電話やパソコンで

らくらくお取引可能） 

 

※詳しくは、ろうきんホームページ 

 「近畿ろうきん」にて検索ください。 

   

   

 

 
《相談コーナー開催と保障診断のお知らせ！》 

全労済・ろうきんによる相談コーナー 

開催日：２０１６年５月１１日（水）テクノ６階 食堂前 

                                 １７日（火）テクノ６階 食堂前 

                                 ２０日（金）厚生棟２階 組合講堂 

                                 ２４日（火）テクノ６階 食堂前 

                                 ２７日（金）厚生棟２階 組合講堂 

時   間：１１：４５～１３：００   

 

※上記以外の日時は、組合事務所までお問い合わせください 
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